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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第30期

第３四半期連結
累計期間

第31期
第３四半期連結
累計期間

第30期
第３四半期連結
会計期間

第31期
第３四半期連結
会計期間

第30期

会計期間

自 平成21年
４月１日

至 平成21年
12月31日

自 平成22年
４月１日

至 平成22年
12月31日

自 平成21年
10月１日

至 平成21年
12月31日

自 平成22年
10月１日

至 平成22年
12月31日

自 平成21年
４月１日

至 平成22年
３月31日

売上高（千円） 43,572,66445,164,13314,857,34414,741,11859,849,172

経常利益（千円） 16,016,70317,904,5025,655,3055,777,82222,511,464

四半期（当期）純利益（千円） 9,064,87810,606,7553,262,4603,862,72112,717,599

純資産額（千円） － － 116,814,591118,606,645118,390,902

総資産額（千円） － － 132,243,650134,920,231142,164,069

１株当たり純資産額（円） － － 3,870.204,084.013,970.03

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
297.10 361.78 107.48 133.38 418.85

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
297.09 361.58 107.47 133.27 418.81

自己資本比率（％） － － 88.2 87.7 83.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
11,782,18910,312,898 － － 22,300,478

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,621,318△3,464,543 － － △803,908

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△8,143,590△10,913,117 － － △10,260,768

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 20,463,15225,616,91129,681,673

従業員数（人） － － 1,208 1,206 1,204

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

　

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 1,206(280)

　（注）　１．従業員数は、就業人員（嘱託社員および当社グループ外から当社グループへの出向者を含み、当社グルー　　 

プから当社グループ外への出向者を除く。）であります。

　　　　　２．臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む。）は、当第３四半期連結会計期間の平均人員

（１日７時間30分勤務換算）を（　）外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 389 (82)

　（注）　１．従業員数は、就業人員（嘱託社員および社外から当社への出向者を含み、当社から社外への出向者を除く。）

であります。

　　　　　２．臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む。）は、当第３四半期会計期間の平均人員（１

日７時間30分勤務換算）を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当第３四半期連結会計期間における実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。なお、当社の報告セグ

メントと従来の事業の種類別セグメントは同一であるため、前年同四半期比を記載しております。

(a）オートオークション

(1）オートオークションの状況

区分
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同四半期比（％）

出品台数（台） 500,800 83.3

成約台数（台） 321,440 96.6

成約率（％） 64.2 116.0

成約車両金額（百万円） 188,785 100.8

開催回数（回） 219 94.8

　（注）成約車両金額は、オートオークションによる成約（落札）車両取扱高であり、車両代金（消費税等を含まず）

        の総額であります。

 

(2）登録会員数

区分
当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日現在）

前年同四半期比（％）

現車オートオークション登録会員数

（社）
45,294 102.8

通信衛星情報サービス登録会員数（社） 4,311 91.1

インターネット情報サービス登録会員数

（社）
24,544 105.0

(3）１台当たり手数料の状況

区分
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同四半期比（％）

出品手数料（円） 5,205 105.5

成約手数料（円） 7,754 100.8

落札手数料（円） 10,458 102.1

　（注）１．上記各手数料につきましては会場、出品ブロック（時間帯および出品車両による区分）により異なりますの

で、期間平均手数料を記載しております。

２．出品手数料および成約手数料は出品会員が負担し、落札手数料は落札会員が負担いたします。

３．出品手数料および成約手数料につきましては、大口出品会員に対する手数料割引制度などを有しており、割

引後の金額を記載しております。

４．記載金額には、消費税等は含んでおりません。
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(4）販売（営業収益）の実績

①　種類別販売（営業収益）の実績

区分
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同四半期比（％）

出品手数料（千円） 2,606,805 87.8

成約手数料（千円） 2,492,561 97.3

落札手数料（千円） 3,361,704 98.6

商品売上高（千円） 233,982 133.8

その他の営業収入（千円） 1,677,969 98.1

合計（千円） 10,373,023 95.8

　（注）記載金額には、消費税等は含んでおりません。
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②　会場別販売（営業収益）の実績

区分
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同四半期比（％）

名古屋会場（千円） 1,617,465 100.7

Ｒ－名古屋会場（千円） 342,500 97.3

九州会場（千円） 653,127 103.7

福岡会場（千円） 125,208 86.1

東京会場（千円） 2,641,026 89.7

静岡会場（千円） 309,509 102.0

埼玉会場（千円） 163,237 92.4

流通会場（千円） 156,636 70.8

岡山会場（千円） 218,834 118.1

札幌会場（千円） 530,101 115.9

群馬会場（千円） 326,390 87.8

東北会場（千円） 262,968 83.2

大阪会場（千円） 407,772 88.1

神戸会場（千円） 144,320 97.5

横浜会場（千円） 701,314 98.4

新潟会場（千円） 88,632 117.3

北陸会場（千円） 78,773 91.7

物流サービス（千円） 59,727 80.9

通信衛星情報サービス（千円） 537,183 90.5

インターネット情報サービス（千円） 940,673 105.9

金融サービス（千円） 67,617 93.3

合計（千円） 10,373,023 95.8

  （注）１．記載金額には、消費税等は含んでおりません。 

　　　　２．平成22年１月に群馬会場と藤岡会場を統合したため、群馬会場の前年同四半期比は、藤岡会場の営業収益を含ん

で算出しております。

　      ３．岡山会場の営業収益は、平成22年９月に開設した四国会場の営業収益を含んで算出しております。 
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(b）中古自動車等買取販売

①　中古自動車買取店舗数

区分
当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日現在）

前年同四半期比（％）

中古自動車買取店舗数（店舗） 178 　92.2

　（注）フランチャイジーの店舗数（157店舗）を含めております。

 

②　種類別販売（営業収益）の実績

区分
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同四半期比（％）

中古自動車買取販売（千円） 1,999,858 104.5

事故現状車買取販売（千円） 990,226 105.2

合計（千円） 2,990,084 104.7

　（注）記載金額には、消費税等は含んでおりません。

(c）その他

種類別販売（営業収益）の実績

区分
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同四半期比（％）

廃自動車等のリサイクル（千円） 1,154,076 118.5

廃ゴムのリサイクル（千円） 223,933 109.0

合計（千円） 1,378,010 116.8

　（注）記載金額には、消費税等は含んでおりません。

 

２【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 　

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

  １．業績の状況

わが国の自動車流通市場は、平成21年４月より政府の経済対策として実施されたエコカー補助金制度（以下「補

助金制度」といいます。）が、平成22年９月に終了したことにより、当第３四半期連結会計期間の新車登録台数は915

千台（前年同四半期比24.0％減）と大幅に減少しました。

一方、中古車流通市場につきましては、補助金制度の終了により、新車と中古車の価格差が正常化されたことで小

売需要は回復傾向にあるものの、新車販売不振の影響による中古車の新規発生台数が減少したことなどから、当第３

四半期連結会計期間の中古車登録台数は1,547千台（前年同四半期比0.5％減）となりました。（台数は（社）日本

自動車販売協会連合会、（社）全国軽自動車協会連合会調べ）

このような経営環境のなかでＵＳＳグループの当第３四半期連結会計期間の売上高は14,741百万円（前年同四半

期比0.8％減）、営業利益は5,646百万円（前年同四半期比1.2％増）、経常利益は5,777百万円（前年同四半期比

2.2％増）となり、四半期純利益は3,862百万円（前年同四半期比18.4％増）となりました。

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は134,920百万円となり、前連結会計年度末と比較して7,243百万円減少

しました。これは、現金及び預金が3,364百万円減少したことや、オークション貸勘定が3,292百万円減少したことな

どによるものであります。

負債合計は16,313百万円となり、前連結会計年度末と比較して7,459百万円減少しました。これは、オークション借

勘定が4,106百万円減少したことや、未払法人税等が1,845百万円減少したこと、自動車税預り金の減少などにより流

動負債のその他が1,585百万円減少したことなどによるものであります。

純資産合計は118,606百万円となり、前連結会計年度末と比較して215百万円増加しました。これは、自己株式を

4,950百万円取得したのに対し、利益剰余金が5,088百万円増加したことなどによるものであります。なお、自己株式

の消却により、資本剰余金および自己株式がそれぞれ9,018百万円減少しております。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①オートオークション

　オートオークション事業は、出品台数500千台（前年同四半期比16.7％減）、成約台数321千台（前年同四半期比

3.4％減）、成約率64.2％（前年同四半期実績55.3％）となりました。

　当第３四半期連結会計期間は、成約率が高水準で推移したものの、出品台数が大幅に落ち込んだことなどから、オー

クションにおける手数料収入は減少しましたが、減価償却費やのれん償却額の減少などの影響により、前年同四半期

と比較して増益となりました。

　この結果、オートオークション事業は、外部顧客に対する売上高10,373百万円（前年同四半期比4.2％減）、営業利

益5,505百万円（前年同四半期比2.0％増)となりました。

②中古自動車等買取販売

　中古自動車買取専門店「ラビット」は、出張査定の拡充など営業体制の強化に取り組みました。当第３四半期連結

会計期間につきましては、取扱台数が増加したことや台当たり粗利益が増加したことなどから増収増益となりまし

た。

　事故現状車買取販売事業は、買取台数が増加したことなどから増収増益となりました。

　この結果、中古自動車等買取販売事業は、外部顧客に対する売上高2,990百万円（前年同四半期比4.7％増）、営業利

益108百万円(前年同四半期比104.6％増）となりました。

③その他

　株式会社アビヅは、スクラップインセンティブの終了した当第３四半期連結会計期間についても、廃自動車等の取

扱量は順調に推移しましたが、営業経費の増加などにより増収減益となりました。

　株式会社ＵＳＳ東洋は、天然ゴム価格相場の上昇に伴う原材料費の高騰により利益が圧迫されたため増収減益とな

りました。

　この結果、その他の事業は、外部顧客に対する売上高1,378百万円（前年同四半期比16.8％増）、営業利益４百万円

（前年同四半期比91.2％減)となりました。
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　２．キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期会計期間末と

比較して5,102百万円減少し、25,616百万円となりました。なお、当第３四半期連結会計期間における連結キャッシュ

・フローの状況は以下の通りであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は1,786百万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益5,802百万円

（前年同四半期比2.3％増）、減価償却費及びその他の償却費1,176百万円（前年同四半期比16.7％減）、オーク

ション勘定の増加額755百万円（前年同四半期比4.3％増）、法人税等の支払額4,147百万円（前年同四半期比

5.1％増）などによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果支出した資金は1,389百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出1,261百

万円（前年同四半期比1557.0％増）などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果支出した資金は5,499百万円となりました。これは主に、自己株式の取得による支出2,803百万円

（前年同四半期比12.3％増）、配当金の支払額2,676百万円（前年同四半期比20.7％増）などによるものでありま

す。

３．事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会社

法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりであります。

　

（株式会社の支配に関する基本方針）

Ⅰ．基本方針の内容 

大規模買付行為が行われる場合、当該大規模買付行為が会社の支配権の移転を伴うものであったとしても、当社

は資本市場に公開された株式会社である以上、大規模買付者（大規模買付行為を行おうとする者または大規模買付

行為を行っている者を総称していいます。以下同じとします。）に対して株式を売却するか否かの判断や、大規模買

付者に対して会社の経営を委ねることの是非に関する判断は、基本的には、個々の株主の皆様のご意思に委ねられ

るべきものだと考えております。 

しかしながら、大規模な買付行為の中には、①買付者による買付行為の目的等からみて、買付者が真摯に合理的な

経営を目指すものではないことが明白なもの、②一般株主に不利益な条件での株式の売却を事実上強要するおそれ

があるもの、③当該買付行為に応じることの是非を一般株主が適切に判断を行うために必要な情報や相当な考慮期

間が提供・確保されていないもの、④当該買付行為に対する賛否の意見または当該買付者が提示する買収提案や、

事業計画等に代替する事業計画等（以下「代替案」と総称します。）を会社の取締役会が株主に対して提示するた

めに必要な情報、当該買付者との交渉機会、相当な考慮期間等を会社の取締役会に対して与えないもの等、会社の企

業価値または株主の共同の利益に対して回復困難な損害を与える可能性のあるものも少なくありません。 

以上の企業買収をめぐる状況に鑑み、当社は、大規模買付者に対して事前に当該大規模買付行為に関する必要な

情報の提供および考慮・交渉のための期間の確保を求めることによって、当該大規模買付行為に応じるべきか否か

を当社株主の皆様が適切に判断されること、当社取締役会が当該大規模買付行為に対する賛否の意見または代替案

を当社株主の皆様に対して提示すること、あるいは、当社株主の皆様のために大規模買付者と交渉を行うこと等を

可能とし、もって当社の企業価値、ひいては当社株主の皆様の共同の利益の確保・向上を図ることが必要であると

考えております。 

当社は、当社の企業価値および当社株主の皆様の共同の利益の確保・向上をこのようにして図ることを妨げる態

様で当社株券等（下記Ⅲ２(1) に定義されます。以下同じとします。）についての大規模な買付行為を行う者に対

しては、必要かつ相当な対抗をすることにより、当社の企業価値および当社株主の皆様の共同の利益を確保する必

要があると考えております。  
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Ⅱ．基本方針の実現に資する特別な取組み 

当社および当社子会社（以下「ＵＳＳグループ」といいます。）の事業は、会員制オートオークション事業を中

心に中古自動車等買取販売事業、廃自動車等のリサイクル事業から構成されております。 

オートオークション事業におきましては、全国18ヵ所に現車オークション会場を展開し、会員企業数はＵＳＳグ

ループ全体で45,294社（平成22年12月31日現在）、年間出品台数232万7,515台（平成22年３月期）、市場シェア

33.8％（平成22年暦年実績）と業界トップの地位を確保しております。 

１．わが国の中古自動車流通市場について 

わが国の中古自動車流通は、消費者の皆様が、自動車の買い換えを行う際に、所有している自動車を自動車

ディーラーや中古車買取専門店等に売却し、新しい自動車を購入することが一般的な商習慣となっております。 

そのように売却された自動車は、ＵＳＳグループを含めて、全国に約130あるオークション会場に出品され、取

引されることが主流となっております。 

したがって、オートオークションは、株式市場における金融商品取引所と同様、中古自動車流通における商品取

引所としての社会的インフラの役割を担っております。 

 

２．オートオークション業界におけるＵＳＳグループの役割 

中古自動車流通市場の中でＵＳＳグループが、オートオークション業界のリーディングカンパニーとして、中

古車取扱業者である会員企業から絶大な支持と信頼をいただいているのは、昭和55年の創業以来、経営理念に

「公正な市場の創造」と「会員との共生」を掲げ、いち早くコンピューターを使った競売システムを導入し、他

社に先駆け、全国主要都市にオークション会場を展開するといった施策を的確かつスピーディーに行った結果で

あります。 

また、インターネットや衛星ＴＶシステムを利用し、オークション会場に出向かなくても、ＵＳＳグループ18会

場および業務提携契約を締結しているオークション会場から落札できるシステムを開発したことで、会員企業の

飛躍的な利便性の向上を実現しており、ＵＳＳグループはさらなる利益の成長を実現しております。 

 

３．中期経営目標による企業価値向上への取組み 

中長期的には、わが国の自動車需要が成熟期を迎える中で、中古自動車流通における社会的インフラの役割を

担いながら、資本市場に公開された株式会社として当社株主の皆様の利益を増大させていくには、さらなる市場

シェアの獲得が重要であると考えております。 

ＵＳＳグループは、オートオークション市場における中期的な市場シェアの目標を40％とし、全国18ヵ所で運

営するオークション会場の利便性向上のために、さらなる設備投資を実施するほか、新規会員の獲得に向けた営

業活動等オートオークション事業へ重点的に経営資源を投入してまいります。また、ＵＳＳグループは、オート

オークション事業を中核として、中古自動車等買取販売事業やリサイクル事業を展開しておりますが、経営方針

である「中古車流通業界をリードする総合企業」となるべく、Ｍ＆Ａを含めてあらゆる成長の機会を迅速に捉

え、成長のスピードを加速してまいります。 

また、資本効率を重視した経営も標榜し、自己資本当期純利益率（ＲＯＥ）を重要な経営指標として捉え、中期

的に15％を上回ることを目指しております。 

 

４．コーポレートガバナンスの強化に向けた取組み 

当社は、経営理念である「公正な市場の創造」と「会員との共生」を具現化することで、ＵＳＳグループ全体

の持続的な企業価値向上を図っていくため、コーポレートガバナンスの強化を経営上の重要課題と位置づけ、経

営の透明性と公正性の向上と迅速な意思決定の追求に努めております。 

当社は、株主の皆様に対する経営陣の責任を一層明確化するため、平成18年６月28日に開催した第26期定時株

主総会において、取締役の任期を２年から１年に短縮するとともに、経営の透明性と公正性を確保するため、社外

取締役４名を選任し、現在に至っております。 

 

５．当社株式に関する取組み 

当社は、平成11年９月に名古屋証券取引所第２部に、平成12年12月に東京証券取引所、名古屋証券取引所第１部

に当社株式を上場して以来、株式分割や単元株数の変更等の措置を実施することによって、当社の株主層の拡大

に努めてまいりました。その結果、平成22年９月30日現在、当社の株主数は8,338名となるとともに、その株主構成

につきましても個人株主が大半を占めるに至り、当社株式の流動性は上場当初と比較して大きく向上しておりま

す。 

当社といたしましては、今後も、当社株式の流動性の向上を図るとともに、安定的な経営を行い、当社の企業価

値または当社株主の皆様の共同の利益の確保・向上を継続的に図ってまいります。 
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Ⅲ．基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務および事業の方針の決定が支配されることを防止するため

の取組み 

１．「当社株式の大規模買付行為に関する対応策（買収防衛策）」の目的 

当社は、平成21年６月24日開催の第29回定時株主総会において、上記Ⅰ記載の基本方針に照らして不適切な者

によって当社の財務および事業の方針の決定が支配されることを防止するための取組みとして、大規模買付者に

対して事前に当該大規模買付行為に関する必要な情報の提供および考慮・交渉のための期間の確保を求めるこ

とによって、当該大規模買付行為に応じるべきか否かを当社株主の皆様が適切に判断されること、当社取締役会

が独立委員会（下記４に定義されます。以下同じとします。）の勧告を受けて当該大規模買付行為に対する賛否

の意見または代替案を当社株主の皆様に対して提示すること、あるいは、当社株主の皆様のために大規模買付者

と交渉を行うこと等を可能とし、もって当社の企業価値、ひいては当社株主の皆様の共同の利益の確保・向上を

目的として、「当社株式大規模買付行為に関する対応策（買収防衛策）」（以下「本プラン」といいます。）の

継続を決定いたしました。 

 

２．本プランの内容 

(1) 対抗措置発動の対象となる大規模買付行為の定義 

次の①から③のいずれかに該当する行為（ただし、当社取締役会が予め承認をしたものを除きます。）また

はその可能性のある行為（以下「大規模買付行為」と総称します。）がなされ、またはなされようとする場合

に、本プランに基づく対抗措置が発動される場合があります。 

①　当社が発行者である株券等（注１）に関する当社の特定の株主の株券等保有割合（注２）が20％以上とな

る当該株券等の買付けその他の取得（注３） 

②　当社が発行者である株券等（注４）に関する当社の特定の株主の株券等所有割合（注５）とその特別関係

者（注６）の株券等所有割合との合計が20％以上となる当該株券等の買付けその他の取得（注７） 

③　上記①または②に規定される各行為の実施の有無にかかわらず、当社の特定の株主が、当社の他の株主（複

数である場合を含みます。以下本③において同じとします。）との間で、当該他の株主が当該特定の株主の共

同保有者（注８）に該当するに至るような合意その他の行為、または当該特定の株主と当該他の株主との間

にその一方が他方を実質的に支配し、もしくはそれらの者が共同ないし協調して行動する関係（注９）を樹

立する行為（注10）（ただし、当社が発行者である株券等につき当該特定の株主と当該他の株主の株券等保

有割合の合計が20％以上となるような場合に限ります。） 

（注１）金融商品取引法第27条の23第１項に定義される株券等をいいます。以下別段の定めがない限り同じ

とします。 

（注２）金融商品取引法第27条の23第４項に定義される株券等保有割合をいいます。以下同じとしますが、

かかる株券等保有割合の計算上、(i) 同法第27条の２第７項に定義される特別関係者、ならびに

（ii) 当該特定の株主との間でフィナンシャル・アドバイザー契約を締結している投資銀行、証券

会社その他の金融機関ならびに当該特定の株主の公開買付代理人および主幹事証券会社（以下

「契約金融機関等」と総称します。）は、当社の特定の株主の共同保有者とみなします。また、かか

る株券等保有割合の計算上、当社の発行済株式の総数は、当社が公表している直近の情報を参照す

ることができるものとします。 

（注３）売買その他の契約に基づく株券等の引渡請求権を有することおよび金融商品取引法施行令第14条

の６に規定される各取引を行うことを含みます。 

（注４）金融商品取引法第27条の２第１項に定義される株券等をいいます。以下本②において同じとしま

す。 

（注５）金融商品取引法第27条の２第８項に定義される株券等所有割合をいいます。以下同じとします。な

お、かかる株券等所有割合の計算上、当社の総議決権の数は、当社が公表している直近の情報を参照

することができるものとします。 

（注６）金融商品取引法第27条の２第７項に定義される特別関係者をいいます。ただし、同項第１号に掲げ

る者については、発行者以外の者による株券等の公開買付けの開示に関する内閣府令第３条第２項

で定める者を除きます。なお、(i) 共同保有者および（ii) 契約金融機関等は、当該当社の特定の株

主の特別関係者とみなします。以下別段の定めがない限り同じとします。 

（注７）買付けその他の有償の譲受けおよび金融商品取引法施行令第６条第２項に規定される有償の譲受

けに類するものを含みます。 

（注８）金融商品取引法第27条の23第５項に定義される共同保有者をいいます。以下同じとします。 
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（注９）「当該特定の株主と当該他の株主との間にその一方が他方を実質的に支配し、もしくはそれらの者

が共同ないし協調して行動する関係」が樹立されたか否かの判定は、新たな出資関係、業務提携関

係、取引ないし契約関係、役員兼任関係、資金提供関係、信用供与関係、デリバティブや貸株等を通じ

た当社株券等に関する実質的な利害関係等の形成や、当該特定の株主および当該他の株主が当社に

対して直接・間接に及ぼす影響等を基礎に行うものとします。 

（注10）上記③所定の行為がなされたか否かの判定は、当社取締役会が独立委員会の勧告に従って行うもの

とします。なお、当社取締役会は、当該③の要件に該当するか否かの判定に必要と判断される範囲に

おいて、当社の株主に対して必要な情報の提供を求めることがあります。 

（注11）なお、会社法、金融商品取引法その他の法律およびそれらに関する規則、政令、内閣府令および省令

等（以下「法令等」と総称します。）に改正（法令等の名称の変更や法令等を実質的に継承する新

しい法令等の制定を含みます。）があり、これらが施行された場合には、本プランにおいて引用する

法令等の各条項は、当社取締役会が別途定める場合を除き、当該改正後のこれらの法令等の各条項

を実質的に継承する法令等の各条項に、それぞれ読み替えられるものとします。 

 

(2) 買付説明書の提出 

大規模買付者には、大規模買付行為の開始または実行に先立ち、別途当社の定める書式により、法令等および

本プランに定める手続を遵守することを当社取締役会に対して誓約する旨が記載され、大規模買付者代表者に

よる署名または記名押印のなされた書面および当該署名または記名押印を行った代表者の資格証明書（以下

「買付説明書」と総称します。）を当社代表取締役社長宛に提出していただきます。当社取締役会は、かかる買

付説明書を受領した場合、直ちにこれを独立委員会に提出いたします。 

買付説明書には、法令等および本プランに定める手続を遵守する旨の誓約のほか、大規模買付者の氏名また

は名称、住所または本店・事務所等の所在地、設立準拠法、代表者の氏名、日本国内における連絡先、大規模買付

者が現に保有する当社の株券等の数、買付説明書提出前60日間における大規模買付者の当社の株券等の取引状

況および企図する大規模買付行為の概要等も明示していただきます。なお、買付説明書における使用言語は日

本語に限ります。 

当社は、大規模買付者から買付説明書が提出された場合、当社取締役会または独立委員会が適切と認める事

項について、適用ある法令等および金融商品取引所規則に従って、当社株主の皆様に対して適時適切に開示い

たします。 

 

(3) 大規模買付者に対する情報提供要求 

大規模買付者には、当社取締役会に対して、次の①から⑫までに掲げる情報（以下「大規模買付情報」と総

称します。）を、当社取締役会が買付説明書を受領した日から10営業日以内（初日は算入されないものとしま

す。）に（ただし、⑫については、当社取締役会が都度定める合理的な期間内に）提供していただきます。当社

取締役会は、大規模買付情報を受領した場合、速やかにこれを独立委員会に対して提供いたします。 

なお、当社取締役会または独立委員会が、大規模買付者から当初提供を受けた情報だけでは、当該大規模買付

行為に応じるべきか否かを当社株主の皆様が適切に判断することや、当社取締役会および独立委員会が当該大

規模買付行為に対する賛否の意見を形成して（以下「意見形成」といいます。）、または代替案を立案して

（以下「代替案立案」といいます。）当社株主の皆様に対して適切に提示することが困難であると判断した場

合は、合理的な期間の提出期限（当社取締役会が買付説明書を受領した日から60日以内（初日は算入されない

ものとします。）の一定の日とします。）を定めたうえで、当該定められた具体的期間および合理的な期間を必

要とする理由を当社株主の皆様に対して開示することにより、当社株主の皆様による適切な判断ならびに当社

取締役会および独立委員会による意見形成および代替案立案のために必要な追加情報の提供を随時大規模買

付者に対して要求することができるものとします。ただし、この場合、当社取締役会は、当該意見に従うことに

より取締役の善管注意義務に違反するおそれがあると合理的に判断される等の事情があると認める場合を除

き、原則として、独立委員会の意見に従うものとします。 

また、当社取締役会または独立委員会が大規模買付情報の提供が完了したと判断した場合には、当社は、その

旨を適用ある法令等および金融商品取引所規則に従って、当社株主の皆様に対して、適時適切に開示いたしま

す。さらに、当社は、当社取締役会の決定に従い、大規模買付情報の受領後、大規模買付情報のうち当該大規模買

付行為に応じるべきか否かを当社株主の皆様が適切に判断するために必要と認められる情報を、適用ある法令

等および金融商品取引所規則に従って、当社株主の皆様に対して原則として適時適切に開示いたします。ただ

し、当社取締役会は、かかる判断および決定に当たって、当該意見に従うことにより取締役の善管注意義務に違

反するおそれがあると合理的に判断される等の事情があると認める場合を除き、原則として、独立委員会の意

見に従うものとします。
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なお、本プランに基づく大規模買付情報の提供その他当社への通知、連絡における使用言語は日本語に限り

ます。 

①　大規模買付者およびそのグループ（主要な株主または出資者および重要な子会社・関連会社を含み、大規

模買付者がファンドまたはその出資に係る事業体である場合は主要な組合員、出資者（直接であるか間接で

あるかを問いません。）その他の構成員ならびに業務執行組合員および投資に関する助言を継続的に行って

いる者を含みます。以下同じとします。）の概要（具体的名称、資本構成、出資割合、財務内容、過去10年以内

における法令違反行為の有無（およびそれが存する場合にはその概要）、ならびに役員の氏名および略歴・

過去における法令違反行為の有無（およびそれが存する場合にはその概要）等を含みます。） 

②　大規模買付行為の目的・方法および内容（大規模買付行為の対価の種類および価額、大規模買付行為の時

期、関連する取引の仕組み、大規模買付行為の方法の適法性、大規模買付行為および関連する取引の実現可能

性、大規模買付行為完了後に当社株券等が上場廃止となる見込みがある場合にはその旨およびその理由を含

みます。なお、大規模買付行為の方法の適法性については資格を有する弁護士による意見書を併せて提出し

ていただきます。） 

③　大規模買付行為に際しての第三者との間における意思連絡（当社に対して重要提案行為等（金融商品取引

法第27条の26第１項に定義される重要提案行為等をいいます。）を行うことに関する意思連絡を含みます。

以下同じとします。）の有無および意思連絡が存する場合にはその具体的な態様および内容 

④　大規模買付行為に係る買付け等の対価の算定根拠およびその算定経緯（算定の前提となる事実や仮定、算

定方法、算定機関に関する情報、算定に用いた数値情報ならびに大規模買付行為に係る一連の取引により生

じることが予想されるシナジーないしディスシナジーの額およびその算定根拠を含みます。） 

⑤　大規模買付行為に係る買付け等の資金の裏付け（当該資金の提供者（実質的提供者（直接であるか間接で

あるかを問いません。）を含みます。）の具体的名称、調達方法、資金提供が実行されるための条件および資

金提供後の担保ないし誓約事項の有無および内容ならびに関連する具体的取引の内容を含みます。） 

⑥　大規模買付行為の完了後に意図するＵＳＳグループの経営方針、事業計画、財務計画、資金計画、投資計画、

資本政策および配当政策等（大規模買付行為完了後における当社事業または資産の売却、担保提供その他の

処分に関する計画を含みます。）その他大規模買付行為完了後におけるＵＳＳグループの顧客、取引先、役

員、従業員、事業所等が所在する地方公共団体その他の当社に係る利害関係者の処遇方針 

⑦　大規模買付者が濫用的買収者（下記(5) に定義されます。以下同じとします。）に該当しないことを誓約す

る旨の書面 

⑧　大規模買付行為に関し適用される可能性のある国内外の法令等に基づく規制事項、国内外の政府または第

三者から取得すべき独占禁止法その他の法令等に基づく承認または許認可等の取得の蓋然性（なお、これら

の事項につきましては、資格を有する弁護士による意見書を併せて提出していただきます。） 

⑨　大規模買付行為完了後におけるＵＳＳグループの経営に際して必要な国内外の許認可維持の可能性および

国内外の各種法令等の規制遵守の可能性 

⑩　大規模買付者およびそのグループの内部統制システムの具体的内容および当該システムの実効性の有無な

いし状況 

⑪　反社会的勢力ないしテロ関連組織との関連性の有無（直接的であるか間接的であるかを問いません。）お

よびこれらに対する対処方針 

⑫　その他当社取締役または独立委員会が合理的に必要と判断し、不備のない適式な買付説明書を当社取締役

会が受領した日から原則として10営業日以内（初日は算入されないものとします。）に書面により大規模買

付者に対して要求した情報 

 

(4) 買付説明書の提出または大規模買付情報の提供がなされないまま大規模買付行為が開始もしくは実行され

た場合の手続 

大規模買付者が当社代表取締役社長宛に買付説明書を提出せず、または大規模買付者が当社取締役会に対す

る大規模買付情報の提供を完了させることなく、大規模買付行為が開始もしくは実行された場合、独立委員会

は、当社の企業価値または当社株主の皆様の共同の利益の確保・向上のために対抗措置（下記(12) の内容に

よります。以下同じとします。）を発動させないことが必要であることが明白なことその他の特段の事情があ

る場合を除き、原則として、当社取締役会に対して、かかる大規模買付行為に対する対抗措置の発動を勧告しま

す。  
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(5) 独立委員会による濫用的買収者該当性の検討 

大規模買付者が本プランに定める手続を遵守した場合、独立委員会は、原則として、当社取締役会に対して、

大規模買付行為に対する対抗措置の不発動を勧告いたします。 

もっとも、本プランに定める手続が遵守されている場合であっても、独立委員会は、当該大規模買付者が濫用

的買収者（次の①から⑨までのいずれかの場合に該当することが疑われるに足りる相当な事情があると認め

られる者を総称していいます。以下同じとします。）に該当するか否かを検討いたします。 

①　真に会社経営に参加する意思がないにもかかわらず、株価をつり上げて高値で株式を会社関係者に引き取

らせる目的で当社株券等の買収を行っている場合（いわゆるグリーンメイラー）ないし当社株券等の取得

目的が主として短期の利鞘の獲得にある場合 

②　当社の会社経営への参加の目的が、主として、当社の会社経営を一時的に支配して、当社の事業経営上必要

な知的財産権、ノウハウ、企業秘密情報、主要取引先や顧客等を当該大規模買付者またはそのグループ会社等

に移譲させることにある場合 

③　当社の会社経営を支配した後に、当社の資産を当該大規模買付者またはそのグループ会社等の債務の担保

や弁済原資として不当に流用する予定で、当社株券等の取得を行っている場合 

④　当社の会社経営への参加の目的が、主として、当社の会社経営を一時的に支配して、当社の事業に当面関係

していない不動産、有価証券等の高額資産等を売却等処分させ、その処分利益をもって一時的な高配当をさ

せるかあるいは一時的高配当による株価の急上昇の機会を狙って株式の高値売り抜けをする点にある場合

（注12） 

⑤　大規模買付者の提案する当社株券等の取得条件（買付対価の種類、価額およびその算定根拠、内容、時期、方

法、違法性の有無、実現可能性等を含みますがこれらに限りません。）が、当社の企業価値または当社株主の

皆様の共同の利益に照らして不十分または不適切なものであると客観的かつ合理的な根拠をもって判断さ

れる場合 

⑥　大規模買付者の提案する買収の方法が、二段階買付け（第一段階の買付けで当社株券等の全てを買付けら

れない場合の、二段階目の買付けの条件を不利に設定し、明確にせず、または上場廃止等による将来の当社株

券等の流通性に関する懸念を惹起せしめるような形で当社株券等の買付けを行い、当社株主の皆様に対して

買付けに応じることを事実上強要するもの）等に代表される当社株主の皆様の判断の機会または自由を制

約する構造上強圧的な方法による買収である場合 

⑦　大規模買付者による支配権取得により、当社株主の皆様はもとより、企業価値の源泉である顧客、従業員そ

の他の利害関係者との関係が破壊または毀損され、その結果として当社の企業価値が著しく毀損することが

予想されたり、当社の企業価値の維持および向上を著しく妨げるおそれがあると合理的な根拠をもって判断

される場合、または大規模買付者が支配権を獲得する場合の当社の企業価値が、中長期的な将来の企業価値

との比較において、当該大規模買付者が支配権を取得しない場合の当社の企業価値と比べ、明らかに劣後す

ると判断される場合 

⑧　大規模買付者の経営陣または主要株主もしくは出資者に反社会的勢力またはテロ組織と関係を有する者が

含まれている場合等、大規模買付者が公序良俗の観点から当社の支配株主として不適切であると合理的な根

拠をもって判断される場合 

⑨　その他①から⑧に準ずる場合で、当社の企業価値または当社株主の皆様の共同の利益を著しく損なうと判

断される場合 

（注12）例えば、会社の資産を買付者の債務の担保とすることや、会社の遊休資産を処分し、その処分利益を

もって高配当をさせることを大規模買付者が意図している場合であっても、かかる大規模買付者の

意図がこれらに形式的に該当することや、株主以外のステークホルダーの利益に悪影響を与えるこ

とのみを理由として、濫用的買収者に該当すると判断しないものといたします。 

 

(6) 濫用的買収者であると判定された場合の手続 

独立委員会は、大規模買付者が濫用的買収者に該当すると認めた場合で、かつ、かかる大規模買付行為に対す

る対抗措置の発動が相当であると判断する場合には、当社取締役会に対して、取締役会評価期間（下記(7) に

定義されます。以下同じとします。）の開始または終了の有無を問わず、当社取締役会に対して、かかる大規模

買付行為に対する対抗措置の発動を勧告します。 

なお、かかる勧告に関する開示手続やその後の再勧告に関する手続は下記(9)ア①に準じるものとします。 
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(7) 取締役会評価期間の設定等 

取締役会は、大規模買付者が開示した大規模買付行為の内容に応じた下記①または②の期間（いずれも大規

模買付情報の提供が完了したと当社取締役会または独立委員会が判断した旨を当社が開示した日から起算さ

れ、初日は算入されないものとします。）を、当社取締役会による評価、検討、意見形成、代替案立案および大規

模買付者との交渉等のための期間（以下「取締役会評価期間」といいます。）として設定します。大規模買付

行為は、本プランに別段の記載なき限り、取締役会評価期間の経過後にのみ開始または実行されるべきものと

します。なお、かかる取締役会評価期間は、当社の事業内容の評価、検討の困難さや、意見形成、代替案立案等の

難易度等を勘案して設定されたものです。 

①　対価を現金（円貨）のみとする公開買付けによる当社の全ての株券等の買付けが行われる場合：最長60日

間 

②　①を除く大規模買付行為が行われる場合：最長90日間 

当社取締役会は、取締役会評価期間内において、大規模買付者から提供された大規模買付情報に基づき、当

社の企業価値および当社株主の皆様の共同の利益の確保ないし向上の観点から企図されている大規模買付

行為に関して評価、検討、意見形成、代替案立案および大規模買付者との交渉等を行うものとします。当社取

締役会が評価、検討、意見形成、代替案立案および大規模買付者との交渉等を行うに当たっては、原則として

当社取締役会から独立した第三者的立場にある外部専門家（フィナンシャル・アドバイザー、弁護士、公認

会計士等）の助言を得るものとします。 

なお、独立委員会が取締役会評価期間内に下記(9) 記載の勧告を行うに至らないこと等の理由により、当

社取締役会が取締役会評価期間内に対抗措置の発動または不発動の決議に至らないことにつきやむを得な

い事情がある場合、当社取締役会または独立委員会は、必要な範囲内で取締役会評価期間を最大30日間（初

日は算入されないものとします。）延長することができるものとします。当社取締役または独立委員会が取

締役会評価期間を延長した場合、当社は、当該決議された具体的期間およびその具体的期間が必要とされる

理由を適用ある法令等および金融商品取引所規則に従って、当社株主の皆様に対して適時適切に開示いたし

ます。 

 

(8) 取締役会評価期間中に大規模買付行為が開始された場合の手続 

独立委員会は、大規模買付者が取締役会評価期間中に大規模買付行為を開始したと認めた場合、当社の企業

価値または当社株主の皆様の共同の利益の確保・向上のために対抗措置を発動させないことが必要であるこ

とが明白なことその他の特段の事情がある場合を除き、原則として、当社取締役会に対して、対抗措置の発動を

勧告します。 

 

(9) 独立委員会の勧告手続 

ア　独立委員会の勧告 

独立委員会は、取締役会評価期間内に、次の①から③までに定めるところに従い、当社取締役会に対して大

規模買付行為に関する勧告を行うものとします。 

 

①　独立委員会による対抗措置発動の勧告 

本プランに別途定める場合のほか、大規模買付者が本プランに定める手続につきその重要な点において違

反した場合で、当社取締役会がその是正を書面により当該大規模買付者に対して要求した後10営業日以内

（初日は算入されないものとします。）に当該違反が是正されず、かつ、かかる大規模買付行為に対する対抗

措置の発動が相当であると判断する場合には、独立委員会は、当社の企業価値または当社株主の皆様の共同

の利益の確保・向上のために対抗措置を発動させないことが必要であることが明白なことその他の特段の

事情がある場合を除き、原則として、当社取締役会に対して、大規模買付行為に対する対抗措置の発動を勧告

します（なお、独立委員会は、必要と認める場合には、対抗措置の内容を特定し、対抗措置の発動に一定の条

件等を付すことができるものとします。）。 

かかる勧告がなされた場合、当社は、独立委員会の意見およびその意見の理由その他当社取締役会が適切

と認める事項について、適用ある法令等および金融商品取引所規則に従って当社株主の皆様に対して適時適

切に開示いたします。また、必要に応じて、勧告に至った独立委員会の議事の要旨について、当社株主の皆様

に対して適時適切に開示いたします。 
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なお、独立委員会は、当社取締役会に対して対抗措置の発動を勧告した後であっても、大規模買付行為が撤

回された場合その他当該勧告の判断の前提となった事実関係等に変動が生じた場合、対抗措置の発動の中止

その他の再勧告を当社取締役会に対して行うことができるものとします。かかる再勧告が行われた場合も、

当社は、かかる独立委員会の再勧告およびその再勧告の理由その他当社取締役会が適切と認める事項につい

て、適用ある法令等および金融商品取引所規則に従って、当社株主の皆様に対して適時適切に開示いたしま

す。また、必要に応じて、再勧告に至った独立委員会の議事の要旨について、当社株主の皆様に対して適時適

切に開示いたします。 

 

②　独立委員会による株主の意思確認の勧告 

独立委員会における評価等の結果、大規模買付者等から提示されたＵＳＳグループの事業計画を含む買収

提案等や、当社取締役会から提示されたＵＳＳグループの事業計画等との間に明らかな相違があるとまでは

認められない場合等にあっては、対抗措置を発動させることが当社の企業価値または当社株主の皆様の共同

の利益の確保・向上のために望ましいか否かの判断が困難であることが通常であると考えられます。従いま

して、この場合には、独立委員会は、当社取締役会に対して、株主総会において大規模買付行為に対する対抗

措置の発動の要否や内容等について当社株主の皆様の意思を確認することを勧告します。かかる勧告が行わ

れた場合、当社は、当社取締役会が適切と認める事項について、適用ある法令等および金融商品取引所規則に

従って当社株主の皆様に対して適時適切に開示いたします。また、必要に応じて、勧告に至った独立委員会の

議事の要旨について、当社株主の皆様に対して適時適切に開示いたします。 

なお、独立委員会は、当社取締役会に対して株主総会における当社株主の皆様の意思を確認すべきことを

勧告した後であっても、大規模買付行為が撤回された場合その他当該勧告の判断の前提となった事実関係等

に変動が生じた場合、これと異なる内容の再勧告を当社取締役会に対して行うことができるものとします。 

かかる再勧告が行われた場合も、当社は、かかる独立委員会の再勧告およびその再勧告の理由その他当社

取締役会が適切と認める事項について、適用ある法令等および金融商品取引所規則に従って、当社株主の皆

様に対して適時適切に開示いたします。また、必要に応じて、再勧告に至った独立委員会の議事の要旨につい

て、当社株主の皆様に対して適時適切に開示いたします。 

 

③　独立委員会によるその他の勧告等 

独立委員会は、当社取締役会に対して、上記のほか、適宜、当社企業価値および当社株主の皆様共同の利益

の最大化の観点から適切と思われる内容の勧告や一定の法令等で許容されている場合における対抗措置の

中止または発動の停止の勧告を行うことができるものとします。 

なお、かかる勧告に関する開示手続やその後の再勧告に関する手続は、上記①に準じるものとします。 

 

イ　当社取締役会による独立委員会の勧告の尊重 

当社取締役会は、大規模買付者から提供された大規模買付情報その他の信頼できる客観的な資料や情報に

基づき、当社の企業価値および当社株主の皆様の共同の利益の確保ないし向上の観点から、企画されている

大規模買付行為に関して評価、検討、意見形成、代替案立案および大規模買付者との交渉を行うものとし、当

該評価および検討の結果、独立委員会の勧告（再勧告を含みます。以下本イにおいて同じとします。）の前提

となった事実の認識に重要かつ不注意な誤りがあると認められる場合や、その勧告の判断過程に明らかに不

合理な点があると認められる場合等の特段の事情がある場合等、当該勧告に従うことにより取締役の善管注

意義務に違反するおそれがあると合理的に判断される等の事情があると認める場合を除き、原則として、独

立委員会の勧告に従うものとし、対抗措置の発動・不発動、対抗措置の発動の停止、発動した対抗措置の中

止、または株主総会の招集等に関する必要な取締役会決議を行うものといたします。 

かかる決議を行った場合、当社は、当社取締役会が適切と認める事項について、適用ある法令等および金融

商品取引所規則に従って、当社株主の皆様に対して、適時適切に開示いたします。 

なお、独立委員会の再勧告により、当社取締役会が対抗措置を発動する場合、または新株予約権の無償割当

ての中止や新株予約権の取得を行う場合等においては、当社株式に係る株価について変動リスクが生じる場

合があり得ます。 
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(10) 株主の意思確認手続 

独立委員会から上記(9)ア②に定める株主総会における当社株主の皆様の意思を確認すべき旨の勧告がな

された場合には、当社取締役会は、法令等および当社定款に従い、臨時株主総会の招集手続を遅滞なく履践す

るものといたします。 

大規模買付行為に対する対抗措置の発動の要否や内容等についての当社株主の皆様の意思確認のための決

議は、株主総会において、議決権を行使することができる当社株主の議決権の過半数を有する当社株主が出席

し、出席した当該株主の議決権の過半数をもって行われるものとします。 

大規模買付行為に対する対抗措置の発動およびその内容について当該株主総会において賛同する旨の決議

が得られた場合、当社取締役会は、当該株主総会決議に従い、大規模買付行為に対する対抗措置を発動いたし

ます。かかる対抗措置の発動に関する決議が当社取締役会において行われた場合、当社は、当社取締役会が適

切と認める事項について、適用ある法令等および金融商品取引所規則に従って、当社株主の皆様に対して、適

時適切に開示いたします。 

なお、独立委員会から上記(9)ア②に定める株主総会における当社株主の皆様の意思を確認すべき旨の勧告

がなされた場合、大規模買付行為は、当該意思確認の手続が完了するまでの間実行されてはならないものとし

ます。 

 

(11) 大規模買付情報の変更 

当社が大規模買付情報の提供が完了したと判断した旨開示をした後、当社取締役会が大規模買付者によっ

て当該大規模買付情報につき重要な変更がなされたと判断した場合には、その旨およびその理由その他適切

と認められる情報を、適用ある法令等および金融商品取引所規則に従って適時適切に開示することにより、従

前の大規模買付情報を前提とする大規模買付行為（以下「変更前大規模買付行為」といいます。）について

進めてきた本プランに基づく手続は中止され、変更後の大規模買付情報を前提とする大規模買付行為を変更

前大規模買付行為とは別個の大規模買付行為として取り扱い、本プランに基づく手続が改めて適用されるも

のとします。ただし、当社取締役会は、かかる判断に当たっては、当該意見に従うことにより取締役の善管注意

義務に違反するおそれがあると合理的に判断される等の事情があると認める場合を除き、原則として、独立委

員会の意見に従うものとします。 

 

(12) 対抗措置の具体的内容 

当社が本プランに基づき発動する大規模買付行為に対する対抗措置の一つとして、原則として、会社法第

277条以下に規定される新株予約権の無償割当てによるものを想定しています（以下割当てられる新株予約

権を「本新株予約権」といいます。）。ただし、会社法その他の法令等および当社の定款上認められるその他

の対抗措置を発動することが相当と判断された場合には当該その他の対抗措置が用いられることがあり得る

ものとします。 

大規模買付行為に対する対抗措置として本新株予約権の無償割当てをする場合の概要は、（資料）記載の

とおりですが、実際に本新株予約権の無償割当てをする場合には、(i) 本プランに違反をした大規模買付者お

よびこの者と一定の関係にある者（以下本(12) において「例外事由該当者」といいます。）による権利行使

は認められないとの行使条件または（ii) 当社が本新株予約権の一部を取得することとするときに、例外事

由該当者以外の新株予約権者が所有する本新株予約権のみを取得することができる旨の条項等、大規模買付

行為に対する対抗措置としての効果を勘案した行使期間、行使条件、取得条項等を設けることがあります。 

 

３．本プランの有効期間ならびに継続、廃止および変更について 

本プランの有効期間は、平成24年６月30日までとします。ただし、平成24年６月30日において、現に大規模買付

行為を行っている者または当該行為を企図する者であって独立委員会において定める者が存在する場合には、当

該行われているまたは企図されている行為への対応のために必要な限度で、かかる有効期間は延長されるものと

します。なお、かかる有効期間の満了前であっても、①当社の株主総会において本プランを廃止する旨の議案が承

認された場合、または②当社の取締役会において本プランを廃止する旨の決議が行われた場合、本プランはその

時点で廃止されるものとします。したがって、本プランは、当社株主の皆様のご意向に従って随時これを廃止させ

ることが可能です。 

なお、当社は、当社定款第20条第１項において取締役の任期を、選任後１年以内に終了する事業年度のうち最終

のものに関する定時株主総会の終結の時までと定めており、毎年の株主総会における取締役選任に関する議案に

は、各取締役候補者の本プランに対する賛否を記載する予定ですので、毎年の定時株主総会における取締役選任

議案等を通じて、本プランの継続、廃止、または変更について、当社株主の皆様のご意向を随時反映させることが

可能です。 

本プランについては、当社定時株主総会の終結後最初に開催される取締役会において、その継続、廃止または変

更の是非につき検討・決議を行います。 

また、当社取締役会は、当社の企業価値または当社株主の皆様の共同の利益の確保・向上の観点から、本プラン

の実質的趣旨を損なわない範囲で、かつ、法令等もしくは金融商品取引所規則の改正もしくはこれらの解釈・運
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用の変更、または税制や裁判例等の変更により合理的に必要と認められる限度で、独立委員会の承認を得たうえ

で、必要に応じて本プランを見直し、または変更する場合があります。 

本プランの廃止、変更等が、当社取締役会において決議された場合には、当社は、当社取締役会または独立委員

会が適切と認める事項について、適用ある法令等および金融商品取引所規則に従って、当社株主の皆様に対して、

適時適切に開示いたします。 

 

４．独立委員会について 

当社は、本プランによる買収防衛策について、その発動等に関する当社取締役会の恣意的判断を排するため、当

社の社外取締役の中の３名以上から構成される独立委員会（以下「独立委員会」といいます。）を設置します。 

当社は、本プランの導入当初における独立委員会の委員として、当社社外取締役である岡田英雄氏、林　勇氏、真

殿　達氏および佐藤浩史氏の４名を選任しております。 

独立委員会の決議は、原則として委員全員が出席し、その過半数をもってこれを行います。ただし、委員に事故

あるとき、その他やむを得ない事情があるときは、委員の過半数が出席し、その過半数をもってこれを行います。

また、必要に応じて、勧告等に至った独立委員会の議事の要旨については、当社株主の皆様に対して適時適切に開

示いたします。 

 

５．株主および投資家の皆様への影響 

(1) 本プランの効力発生時に株主および投資家の皆様へ与える影響 

本プランの効力発生時には、本新株予約権の発行自体は行われません。したがって、当社株主の皆様および投

資家の皆様の権利および経済的利益に直接具体的な影響を与えることはありません。 

 

(2) 本新株予約権の無償割当て時に株主および投資家の皆様に与える影響 

当社取締役会は、本プランに基づき、当社の企業価値または当社株主の皆様の共同の利益の確保・向上を目

的として大規模買付行為に対する対抗措置をとることがありますが、現在想定されている対抗措置の仕組み

上、当社株主および投資家の皆様（本プランに違反した大規模買付者およびこの者と一定の関係にある者は除

きます。）の権利および経済的利益に対して直接具体的な影響を与えることは想定しておりません。ただし、上

記２(12) の規定に従い会社法その他の法令等および当社の定款上認められる他の対抗措置を発動することが

相当と判断された場合には、当該対抗措置の内容次第では、当該対抗措置の発動の結果、当社株主の皆様または

投資家の皆様の権利または経済的利益に何らかの影響が生じる可能性もないわけではありません。また、当社

取締役会が、本新株予約権の無償割当ての決議をした場合であっても、上記２(9) に記載の手続等に従い当社

取締役会が発動した対抗措置の中止または発動の停止を決定した場合には、当社株式の株価に相応の変動が生

じる可能性があります。例えば、本新株予約権の無償割当てを受けるべき株主が確定した後において、当社が対

抗措置の発動を停止し、本新株予約権を全て無償取得して新株を交付しない場合には、株主および投資家の皆

様が保有する当社株式１株当たりの経済的価値の希釈化は生じないことになるため、当社株式１株当たりの経

済的価値の希釈化が生じることを前提にして売買を行った投資家の皆様は、株価の変動により損害を被る可能

性があり得ますので、この点予めご承知おきください。 

また、無償割当てがなされた本新株予約権の行使および取得の手続について当社株主の皆様に関わる手続

は、次のとおりです。 

 

①　本新株予約権を行使する場合 

当社株主の皆様が本新株予約権を行使することとなる場合、新株を取得するために所定の期間内に一定の

金額の払込みをしていただく必要があります。かかる手続の詳細につきましては、実際に本新株予約権の無

償割当てをすることになった際に、適用ある法令等に基づき別途お知らせいたします。 

 

②　本新株予約権を取得する場合 

当社が本新株予約権を取得する場合、当該取得の対象となる本新株予約権を保有する当社株主の皆様は上

記①の本新株予約権の行使に係る何らかの手続を執ることなく、当社が本新株予約権を取得し、当社株主の

皆様は、例外事由該当者に該当する場合を除き、これと引換えに当社株式の交付を受けることになります。 

　

Ⅳ．本プランの合理性について 

本プランは、経済産業省および法務省が平成17年５月27日に公表した「企業価値・株主共同の利益の確保または

向上のための買収防衛策に関する指針」の定める三原則（①企業価値・株主共同の利益の確保・向上の原則、②事

前開示・株主意思の原則、③必要性・相当性確保の原則）を以下のとおり充足しており、また、経済産業省に設置さ

れた企業価値研究会が平成20年６月30日に公表した「近時の諸環境の変化を踏まえた買収防衛策の在り方」その

他の買収防衛策に関する実務・議論を踏まえた内容となっており、高度な合理性を有するものです。 

(1) 企業価値ないし株主の皆様の共同の利益の確保・向上 
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本プランによる買収防衛策は、上記Ⅲ１記載のとおり、大規模買付者に対して事前に大規模買付行為に関する

必要な情報の提供および考慮・交渉のための期間の確保を求めることによって、当該大規模買付行為に応じるべ

きか否かを当社株主の皆様が適切に判断されること、大規模買付行為に応じるべきか否か当社取締役会が独立委

員会の勧告を受けて当該大規模買付行為に対する賛否の意見または代替案を、当社株主の皆様に対して提示する

こと、あるいは、当社株主の皆様のために大規模買付者と交渉を行うこと等を可能とし、もって当社の企業価値な

いし当社株主の皆様の共同の利益の確保・向上を目的として継続されるものです。 

 

(2) 事前の開示 

当社は、当社株主および投資家の皆様ならびに大規模買付者の予見可能性を高め、適正な選択の機会を確保す

るために、本プランを予め開示しております。 

また、当社は今後も、適用ある法令等および金融商品取引所規則に従って、必要に応じて適時適切な開示を行い

ます。 

 

(3) 株主意思の重視 

当社は、平成21年６月24日に開催した第29期定時株主総会において、「当社株式の大規模買付行為に関する対

応策（買収防衛策）の一部変更および継続の件」を付議し、本プランについての当社株主の皆様の承認を受けて

おります。 

 

(4) 独立委員会の設置 

当社取締役会は、上記Ⅲ４記載のとおり、当社取締役会が対抗措置を発動する場合には、その判断の公正を担保

し、かつ、本プランに基づく対抗措置の発動等に関する当社取締役会の恣意的判断を排するために独立委員会を

設置し、当社取締役会が対抗措置の発動等に関する取締役会決議をする場合には、当該勧告に従うことにより取

締役の善管注意義務に違反するおそれがあると合理的に判断される等の事情があると認める場合を除き、原則と

して、独立委員会の勧告に従うものとしています。 

 

(5) 外部専門家の意見の取得 

上記Ⅲ２(7) 記載のとおり、当社取締役会は、対抗措置の発動に際しては、必要に応じて当社取締役会から独立

した第三者的立場にある専門家（フィナンシャル・アドバイザー、弁護士、公認会計士等）の助言を得るものと

されています。これにより、当社取締役会の判断の客観性および合理性が担保されることになります。 

 

(6) 取締役の選任を通じた当社株主の皆様の意思確認 

上記Ⅲ３記載のとおり、当社定款第20条第１項において、当社の取締役の任期は、選任後１年以内に終了する事

業年度のうち最終のものに関する定時株主総会の終結の時までと規定されているため、毎年の定時株主総会にお

ける取締役選任を通じて、本プランを廃止するか否かについての当社株主の皆様のご意思が確認されることにな

ります。 

 

(7) デッドハンド型買収防衛策またはスローハンド型買収防衛策ではないこと 

本プランは、上記Ⅲ３記載のとおり、当社の株主総会または株主総会において選任された取締役により構成さ

れる取締役会によって、いつでも廃止することができるため、いわゆるデッドハンド型買収防衛策（取締役会の

構成員の過半数を交替させてもなお、発動を阻止できない買収防衛策）またはスローハンド型買収防衛策（取締

役会の構成員の交替を一度に行うことができないため、発動を阻止するのに時間を要する買収防衛策）ではあり

ません。
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（資料） 

新株予約権の無償割当てをする場合の概要 

 

ア　割当対象株主 

取締役会で別途定める基準日における株主名簿に記載または記録された株主に対し、その所有株式（ただし、

当社の有する当社普通株式を除く。）１株につき１個の割合で新株予約権の無償割当てをする。 

 

イ　新株予約権の目的である株式の種類および数 

新株予約権の目的である株式の種類は当社普通株式とし、新株予約権の行使により交付される当社普通株式は

１株とする。 

 

ウ　新株予約権の無償割当ての効力発生日 

取締役会において別途定める。 

 

エ　各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額 

各新株予約権の行使に際してする出資の目的は金銭とし、新株予約権の行使に際して出資される財産の当社普

通株式１株当たりの価額は金１円以上とする。 

 

オ　新株予約権の譲渡制限 

新株予約権の譲渡による取得については、取締役会の承認を要するものとする。 

 

カ　新株予約権の行使条件 

新株予約権の行使条件は取締役会において別途定めるものとする（なお、取締役会が所定の手続に従って定め

る一定の大規模買付者、その共同保有者および特別関係者ならびにこれらの者が実質的に支配し、これらの者と

共同ないし協調して行動する者として当社取締役会が認めた者等（以下「例外事由該当者」という。）による権

利行使は認められないとの行使条件を付すこともあり得る。）。 

 

キ　当社による新株予約権の取得 

当社は、大規模買付者が本プランに定める手続に違反をした日その他の一定の事由が生じることまたは取締役

会が別に定める日が到来することのいずれかを条件として、取締役会の決議に従い、例外事由該当者以外の新株

予約権者が所有する新株予約権についてのみを取得することができる旨の取得条項を取締役会において付すこ

とがあり得る。 

 

ク　新株予約権の無償取得事由（対抗措置の廃止事由） 

以下の事由のいずれかが生じたときは、当社は、新株予約権の全部を無償にて取得することができるものとす

る。 

(a) 当社の株主総会において大規模買付者の買収提案について普通決議による賛同が得られた場合 

(b) 当社独立委員会の全員一致による決定があった場合 

(c) その他取締役会が別途定める場合 

 

ケ　新株予約権の行使期間等 

新株予約権の行使期間その他必要な事項については、取締役会において別途定めるものとする。 　
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４．研究開発活動

 該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

  当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の計画は次のとおりであります。

　オートオークション事業において、当社の100％出資子会社である株式会社ユー・エス・エス横浜が運営するＵＳ

Ｓ横浜会場の隣接地を取得し、この取得した土地の一部をＵＳＳ横浜会場の出品車両ヤードとして造成する予定で

あります。これらの土地および構築物の投資予定額は55億円(既支払額５億円）であり、完了予定年月は平成23年２

月であります。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 120,000,000

計 120,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成22年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年２月14日）

上場金融商品取引所名
または登録認可金融商
品取引業協会名

内容

普通株式 31,325,000 31,325,000

東京証券取引所

名古屋証券取引所

各市場第一部

単元株式数10株

計 31,325,000 31,325,000 － －

　（注）　「提出日現在発行数」欄には、平成23年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。
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（２）【新株予約権等の状況】

　会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

①　平成19年８月28日取締役会決議（第５回新株予約権）

 
第３四半期会計期間末現在
（平成22年12月31日）

新株予約権の数（個） 714

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 7,140

新株予約権の行使時の払込金額（円） 1

新株予約権の行使期間
自　平成19年９月15日

至　平成44年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　 　 6,457

資本組入額　 　 3,229

新株予約権の行使の条件  （注）１

新株予約権の譲渡に関する事項 当社取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項  （注）２

　（注）１．新株予約権の行使の条件は次のとおりです。

 (1)新株予約権者は、当社の取締役（委員会設置会社における執行役を含む。）、監査役および執行役員のいず

れの地位をも喪失した場合に限り、新株予約権を行使できるものとする。ただし、この場合、新株予約権者

は、上記のいずれの地位をも喪失した日の翌日（以下、「権利行使開始日」という。）から５年を経過する

日までの間に限り、募集新株予約権を行使することができる。

 (2)上記(1)に拘らず、新株予約権者は、以下の①または②に定める場合（ただし、②については、組織再編にお

ける募集新株予約権の消滅および再編対象会社の新株予約権交付の内容に関する決定方針に従って新株予

約権者に再編対象会社の新株予約権が交付される場合を除く。）には、それぞれに定める期間内に限り募集

新株予約権を行使できるものとする。

 ①新株予約権者が行使期間満了日の属する年の前年の６月30日に至るまでに権利行使開始日を迎えなかっ

た場合には、その翌日以降、新株予約権行使期間の満了日まで新株予約権を行使できるものとする。

 ②当社が消滅会社となる合併契約承認の議案、または当社が完全子会社となる株式交換契約若しくは株式

移転計画承認の議案につき当社株主総会で承認された場合（株主総会決議が不要な場合は、当社の取締

役会決議または代表執行役の決定がなされた場合）

当該承認日の翌日から15日間

 (3)新株予約権者が募集新株予約権を放棄した場合には、かかる募集新株予約権を行使することができないも

のとする。

　　　２．組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項は次のとおりです。

当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割若しくは新設分割（それぞれ当社が分割会

社となる場合に限る。）、株式交換若しくは株式移転（それぞれ当社が完全子会社となる場合に限る。）（以上

を総称して以下、「組織再編行為」という。）をする場合において、組織再編行為の効力発生日（吸収合併につ

き吸収合併がその効力を生じる日、新設合併につき新設合併設立株式会社成立の日、吸収分割につき吸収分割

がその効力を生じる日、新設分割につき新設分割設立株式会社の成立の日、株式交換につき株式交換がその効

力を生じる日、および株式移転につき株式移転設立完全親会社の成立の日をいう。）の直前において残存する

募集新株予約権（以下、「残存新株予約権」という。）を有する新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、

会社法第236条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編対象会社」という。）の新株予約権

をそれぞれ交付することとする。ただし、本新株予約権の発行要領に準じた条件に沿って再編対象会社の新株

予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約または株式移

転計画において定めることを条件とする。
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　　　②　平成20年６月25日取締役会決議（第６回新株予約権）

 
第３四半期会計期間末現在
（平成22年12月31日）

新株予約権の数（個） 838

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 8,380

新株予約権の行使時の払込金額（円） 1

新株予約権の行使期間
自　平成20年７月11日

至　平成45年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　 　 4,977

資本組入額　 　 2,489

新株予約権の行使の条件  （注）１

新株予約権の譲渡に関する事項 当社取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項  （注）２

　（注）１．平成19年８月28日取締役会決議（第５回新株予約権）の（注）１．参照　　　　

　　　　２．平成19年８月28日取締役会決議（第５回新株予約権）の（注）２．参照

　

　　　③　平成21年６月24日取締役会決議（第７回新株予約権）

 
第３四半期会計期間末現在
（平成22年12月31日）

新株予約権の数（個） 1,452

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 14,520

新株予約権の行使時の払込金額（円） 1

新株予約権の行使期間
自　平成21年７月10日

至　平成46年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　 　 3,263

資本組入額　 　 1,632

新株予約権の行使の条件  （注）１

新株予約権の譲渡に関する事項 当社取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項  （注）２

　（注）１．平成19年８月28日取締役会決議（第５回新株予約権）の（注）１．参照　　　　

　　　　２．平成19年８月28日取締役会決議（第５回新株予約権）の（注）２．参照
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　　　④　平成22年６月29日取締役会決議（第８回新株予約権）

 
第３四半期会計期間末現在
（平成22年12月31日）

新株予約権の数（個） 999

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 9,990

新株予約権の行使時の払込金額（円） 1

新株予約権の行使期間
自　平成22年７月16日

至　平成47年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　 　 4,591

資本組入額　 　 2,296

新株予約権の行使の条件  （注）１

新株予約権の譲渡に関する事項 当社取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項  （注）２

　（注）１．平成19年８月28日取締役会決議（第５回新株予約権）の（注）１．参照　　　　

　　　　２．平成19年８月28日取締役会決議（第５回新株予約権）の（注）２．参照
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（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年10月１日～

平成22年12月31日
― 31,325,000 ― 18,881,312 ― 4,583,478

 

（６）【大株主の状況】

　フィデリティ投信株式会社他１社連名により平成22年12月７日付で提出された大量保有報告書において、平成

22年11月30日現在で以下の株式を保有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認できな

いため、当社として実質所有株式数の確認ができません。

氏名または名称 住所
所有株式数

（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

フィデリティ投信株式会社
東京都港区虎ノ門４丁目３番１号　城山トラ

ストタワー
17 0.06

エフエムアール　エルエルシー
米国　02109　マサチューセッツ州ボストン、

デヴォンシャー・ストリート82
2,951 9.42

合計　 ─────　 2,969 9.48
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載　　

　することができないことから、直前の基準日（平成22年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

　す。 

①【発行済株式】

 平成22年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  1,915,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 29,408,830 2,940,883 －

単元未満株式 普通株式　　　　670 － 一単元(10株)未満の株式

発行済株式総数 31,325,000 － －

総株主の議決権 － 2,940,883 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が60株（議決権の数６個）含まれており

ます。

②【自己株式等】

 平成22年12月31日現在

所有者の氏名ま
たは名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ユー・エ

ス・エス

愛知県東海市新宝

町507番地の20
1,915,500－ 1,915,500 6.11

計 － 1,915,500－ 1,915,500 6.11

　（注）　１.　自己名義所有株式としては、上記のほか単元未満株式１株を所有しております。　

　　　　　２.　平成22年12月31日現在の自己株式数　2,365,501株　

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 6,610 6,750 6,850 6,780 6,600 6,490 6,410 6,370 6,770

最低（円） 6,200 5,780 5,800 6,250 6,010 6,140 6,030 5,740 6,020

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）および前第３四半期連結累計期

間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連

結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）および当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日

から平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）および前第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表については、あずさ監査法人による四半期レビューを受け、当第３四半期連結会計期間（平成22年

10月１日から平成22年12月31日まで）および当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日

まで）に係る四半期連結財務諸表については、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

  なお、あずさ監査法人は、平成22年７月１日付けで有限責任監査法人に移行したことに伴い、名称を有限責任 あず

さ監査法人に変更しております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 26,316,911 29,681,673

オークション貸勘定 ※1
 2,351,601

※1
 5,643,946

受取手形及び売掛金 2,167,172 2,885,270

たな卸資産 ※2
 910,800

※2
 841,841

その他 2,090,681 1,254,733

貸倒引当金 △77,601 △84,868

流動資産合計 33,759,564 40,222,597

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 33,428,156 35,019,978

土地 53,883,451 52,812,529

建設仮勘定 867,255 13,232

その他（純額） 3,531,901 4,358,813

有形固定資産合計 ※3
 91,710,765

※3
 92,204,553

無形固定資産

のれん 131,763 357,185

その他 1,071,311 1,140,884

無形固定資産合計 1,203,075 1,498,069

投資その他の資産

投資その他の資産 ※4
 8,352,117

※4
 8,341,133

貸倒引当金 △105,291 △102,284

投資その他の資産合計 8,246,825 8,238,849

固定資産合計 101,160,667 101,941,472

資産合計 134,920,231 142,164,069

負債の部

流動負債

オークション借勘定 ※1
 2,347,393

※1
 6,454,150

支払手形及び買掛金 480,676 577,341

短期借入金 299,920 399,920

未払法人税等 2,509,296 4,354,300

引当金 238,748 445,816

その他 3,617,934 5,203,830

流動負債合計 9,493,969 17,435,359

固定負債

長期借入金 206,220 356,160

引当金 124,838 91,787

資産除去債務 703,141 －

その他 5,785,417 5,889,860

固定負債合計 6,819,616 6,337,807

負債合計 16,313,586 23,773,167
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 18,881,312 18,881,312

資本剰余金 18,973,823 27,992,143

利益剰余金 100,656,289 95,567,831

自己株式 △15,315,057 △19,382,433

株主資本合計 123,196,367 123,058,853

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 46,772 59,531

土地再評価差額金 △4,972,243 △4,972,243

評価・換算差額等合計 △4,925,471 △4,912,712

新株予約権 30,755 18,206

少数株主持分 304,993 226,555

純資産合計 118,606,645 118,390,902

負債純資産合計 134,920,231 142,164,069
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 43,572,664 45,164,133

売上原価 19,911,660 19,881,071

売上総利益 23,661,004 25,283,062

販売費及び一般管理費 ※
 8,045,153

※
 7,575,987

営業利益 15,615,850 17,707,075

営業外収益

受取利息 23,350 24,145

不動産賃貸料 117,958 111,657

複合金融商品評価益 186,850 －

雑収入 102,916 120,761

営業外収益合計 431,075 256,564

営業外費用

支払利息 11,525 6,396

不動産賃貸原価 11,459 11,026

複合金融商品評価損 － 33,550

雑損失 7,237 8,163

営業外費用合計 30,222 59,136

経常利益 16,016,703 17,904,502

特別利益

固定資産売却益 32,497 12,531

貸倒引当金戻入額 34,928 46,283

その他 1,014 5,303

特別利益合計 68,440 64,118

特別損失

固定資産売却損 8,809 9

固定資産除却損 43,730 29,006

投資有価証券評価損 168,109 56,707

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 516,394

その他 26,795 627

特別損失合計 247,445 602,744

税金等調整前四半期純利益 15,837,698 17,365,876

法人税等 6,769,244 6,680,683

少数株主損益調整前四半期純利益 － 10,685,193

少数株主利益 3,575 78,437

四半期純利益 9,064,878 10,606,755
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 14,857,344 14,741,118

売上原価 6,621,908 6,598,047

売上総利益 8,235,436 8,143,070

販売費及び一般管理費 ※
 2,652,935

※
 2,496,193

営業利益 5,582,501 5,646,877

営業外収益

受取利息 1,395 2,668

不動産賃貸料 38,547 34,551

複合金融商品評価益 20,900 66,650

雑収入 23,680 35,412

営業外収益合計 84,523 139,282

営業外費用

支払利息 2,729 1,940

不動産賃貸原価 3,818 3,626

雑損失 5,171 2,769

営業外費用合計 11,719 8,337

経常利益 5,655,305 5,777,822

特別利益

固定資産売却益 23,089 2,620

貸倒引当金戻入額 26,205 33,159

その他 800 500

特別利益合計 50,095 36,279

特別損失

固定資産売却損 113 －

固定資産除却損 19,295 11,306

賃貸借契約解約損 12,400 －

その他 1,843 －

特別損失合計 33,652 11,306

税金等調整前四半期純利益 5,671,748 5,802,795

法人税等 2,386,756 1,938,446

少数株主損益調整前四半期純利益 － 3,864,348

少数株主利益 22,531 1,627

四半期純利益 3,262,460 3,862,721
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 15,837,698 17,365,876

減価償却費及びその他の償却費 4,216,662 3,485,136

のれん償却額 596,954 225,421

貸倒引当金の増減額（△は減少） △71,660 △4,274

賞与引当金の増減額（△は減少） △315,566 △207,067

退職給付引当金の増減額（△は減少） △43,868 33,051

受取利息及び受取配当金 △27,079 △27,140

支払利息 11,525 6,396

投資有価証券評価損益（△は益） 168,109 56,707

複合金融商品評価損益（△は益） △186,850 33,550

有形固定資産除売却損益（△は益） △3,762 5,223

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 516,394

オークション勘定の増減額(△は増加) △96,111 △814,411

売上債権の増減額（△は増加） 629,814 769,037

仕入債務の増減額（△は減少） △110,999 △97,436

預り金の増減額（△は減少） △927,690 △1,133,983

その他 311,181 △831,212

小計 19,988,359 19,381,267

利息及び配当金の受取額 26,057 26,108

利息の支払額 △9,779 △6,086

法人税等の支払額 △8,222,448 △9,088,391

営業活動によるキャッシュ・フロー 11,782,189 10,312,898

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） △350,000 △700,000

有形固定資産の取得による支出 △986,500 △2,292,569

有形固定資産の売却による収入 137,440 17,164

無形固定資産の取得による支出 △167,563 △277,677

投資有価証券の取得による支出 △150,000 －

長期前払費用の取得による支出 △29,086 △215,742

子会社株式の取得による支出 △59,700 －

その他 △15,908 4,282

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,621,318 △3,464,543

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △300,000 △100,000

長期借入金の返済による支出 △455,440 △149,940

預り保証金の預りによる収入 166,349 158,801

預り保証金の返還による支出 △89,295 △57,373

自己株式の取得による支出 △2,496,877 △4,950,943

配当金の支払額 △4,741,495 △5,518,297

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △226,830 △295,364

財務活動によるキャッシュ・フロー △8,143,590 △10,913,117

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,017,280 △4,064,762

現金及び現金同等物の期首残高 18,445,871 29,681,673

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 20,463,152

※
 25,616,911
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１.連結の範囲に関する事項の変更

　

(1) 連結の範囲の変更

　当社は、平成22年10月１日付で当社の連結子会社であった株式会社ＵＳＳ

関東を吸収合併いたしました。　

(2) 変更後の連結子会社の数　

　14社

２.会計処理基準に関する事項の変更

　

(1) 資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業

会計基準第18号　平成20年３月31日）および「資産除去債務に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を

適用しております。

　これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益および経常利益はそれ

ぞれ16,707千円減少し、税金等調整前四半期純利益は533,101千円減少して

おります。また、当会計基準等の適用による資産除去債務の計上額は

769,999千円であります。 　

　

(2) 企業結合に関する会計基準等の適用

　第２四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計

基準第21号　平成20年12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企

業会計基準第22号　平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計基

準」の一部改正」（企業会計基準第23号　平成20年12月26日）、「事業分離

等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成20年12月26日）、「持分

法に関する会計基準」（企業会計基準第16号　平成20年12月26日公表分）

および「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」

（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）を適用しております。

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している固定資産の減価償却費については、当連結会計年度に

係る年間の減価償却費の額を期間按分する方法により算定しております。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
 
 

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日 
 至　平成22年12月31日）

 税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１．オークション貸勘定およびオークション借勘定

　オークション貸勘定およびオークション借勘定は、

オークション業務に関連して発生する会員に対する債

権および債務であり、その主なものは、立替および預り

車両代金、未収出品料収入、未収成約料収入および未収

落札料収入等であります。

　なお、オークション貸勘定およびオークション借勘定

残高は、第３四半期連結会計期間末日とオークション

開催日との関連によって増減いたします。

※１．オークション貸勘定およびオークション借勘定

　オークション貸勘定およびオークション借勘定は、

オークション業務に関連して発生する会員に対する債

権および債務であり、その主なものは、立替および預り

車両代金、未収出品料収入、未収成約料収入および未収

落札料収入等であります。

　なお、オークション貸勘定およびオークション借勘定

残高は、連結会計年度末日とオークション開催日との

関連によって増減いたします。

※２．たな卸資産の内訳は次のとおりであります。

商品及び製品 557,968千円　

仕掛品 6,602千円　

原材料及び貯蔵品 346,229千円　

※２．たな卸資産の内訳は次のとおりであります。

商品及び製品 510,234千円　

仕掛品　 6,133千円　

　

原材料及び貯蔵品 325,473千円　

　

※３．有形固定資産の減価償却累計額 38,323,393千円

　

※３．有形固定資産の減価償却累計額 35,288,573千円

　

※４．投資不動産の減価償却累計額 37,439千円

　

　５．保証債務

　　　衛星ＴＶ会員（６社）のリース債務7,355千円に対して

保証を行っております。

※４．投資不動産の減価償却累計額 35,085千円

　

　５．保証債務

　　　衛星ＴＶ会員（６社）のリース債務8,730千円に対して

保証を行っております。

　６．当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため

取引銀行１行と当座貸越契約および貸出コミットメン

ト契約を締結しております。これら契約に基づく当第

３四半期連結会計期間末の借入未実行残高は次のとお

りであります。

当座貸越限度額および

貸出コミットメントの総額
1,000,000千円

借入実行残高 　　－千円

差引額 1,000,000千円

　６．当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため

取引銀行１行と当座貸越契約および貸出コミットメン

ト契約を締結しております。これら契約に基づく当連

結会計年度末の借入未実行残高は次のとおりでありま

す。

当座貸越限度額および

貸出コミットメントの総額
1,000,000千円

借入実行残高 －千円

差引額 1,000,000千円
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（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

販売促進費 1,055,375千円

貸倒引当金繰入額 75,815千円

従業員給料・賞与 2,371,190千円

賞与引当金繰入額 92,286千円

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

販売促進費 1,041,427千円

貸倒引当金繰入額 64,734千円

従業員給料・賞与 2,397,277千円

賞与引当金繰入額 102,531千円

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

販売促進費 369,017千円

貸倒引当金繰入額 22,811千円

従業員給料・賞与 720,666千円

賞与引当金繰入額 92,286千円

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

販売促進費 343,430千円

貸倒引当金繰入額 44,949千円

従業員給料・賞与 730,471千円

賞与引当金繰入額 102,531千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月31日現在）　

現金及び預金勘定 21,313,152千円

預入期間が３か月を超える定

期預金 △850,000千円

現金及び現金同等物 20,463,152千円　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年12月31日現在）　

現金及び預金勘定 26,316,911千円

預入期間が３か月を超える定

期預金 △700,000千円

現金及び現金同等物 25,616,911千円　
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）および当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　

至　平成22年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  31,325千株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 2,365千株

３．新株予約権等に関する事項

　　ストック・オプションとしての新株予約権

　新株予約権の四半期連結会計期間末残高　 提出会社（親会社）　30,755千円

４．配当に関する事項

 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 2,842,033　95.50 平成22年３月31日 平成22年６月30日利益剰余金

平成22年11月９日

取締役会
普通株式 2,676,26491.00 平成22年９月30日 平成22年12月10日利益剰余金

５．株主資本の金額の著しい変動

 ①　自己株式の取得

　　　 当社は、平成22年５月11日開催の取締役会において自己株式を取得することを決議し、普通株式

　　 350,000株を取得いたしました。これにより、当第３四半期連結累計期間において自己株式が2,147,386

　　 千円増加しております。

 　　　また、当社は平成22年10月１日を効力発生日として、当社の完全子会社である株式会社ＵＳＳ関東を

　　 吸収合併いたしましたが、この合併に反対する株主より、会社法第797条第１項に基づく当社株式の買取請

求があり、普通株式450,000株を取得いたしました。これにより、当第３四半期連結累計期間において自己

株式が2,803,500千円増加しております。

　

 ②　自己株式の消却

　　　 当社は、平成22年５月11日開催の取締役会において自己株式を消却することを決議し、平成22年５月31日

付で普通株式1,370,982株の消却を行いました。これにより、当第３四半期連結累計期間において資本剰余

金および自己株式がそれぞれ9,018,319千円減少しております。
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 
オートオー
クション事
業（千円）

中古自動車
等買取販売
事業
（千円）

その他の事
業（千円）

計（千円）
消去または
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 10,822,5612,855,3201,179,46314,857,344 － 14,857,344

(2）セグメント間の内部売上

高または振替高
87,631 285 747 88,665△88,665 －

計 10,910,1922,855,6061,180,21114,946,009△88,66514,857,344

営業利益 5,398,52853,153 49,2935,500,97481,5265,582,501

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

 
オートオー
クション事
業（千円）

中古自動車
等買取販売
事業
（千円）

その他の事
業（千円）

計（千円）
消去または
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 31,333,5829,142,4643,096,61743,572,664 － 43,572,664

(2）セグメント間の内部売上

高または振替高
311,725 285 1,832 313,843△313,843 －

計 31,645,3079,142,7503,098,45043,886,508△313,84343,572,664

営業利益 14,996,846350,93726,78815,374,571241,27915,615,850

　（注）１．事業区分の方法

　事業は、市場の類似性を考慮して区分しております。

２．その他の事業は、株式会社アビヅの廃自動車等のリサイクルと株式会社ＵＳＳ東洋の廃ゴムのリサイクルを

区分しております。

３．会計処理の方法の変更

　該当事項はありません。

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）および前第３四半期連結累計期

間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

本邦以外の国または地域に所在する連結子会社および在外支店がないため、該当事項はありません。

 

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）および前第３四半期連結累計期

間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）　

海外売上高は連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日　至 平成22年12月31日）および当第３四半期連結会計期

間（自 平成22年10月１日　至 平成22年12月31日） 

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、オートオークション運営およびオークションに係る各種サービスの提供、中古自動車等の買取販

売、リサイクル事業などを展開しており、事業内容ごとに戦略を立案し、事業を行っております。

　したがって、当社は、事業内容等を基礎としてセグメントを構成しており、「オートオークション」、「中古

自動車等買取販売」の２つを報告セグメントとしております。　

　「オートオークション」は中古車取扱事業者を会員とするオートオークションの運営、通信衛星回線およ

びインターネット回線によるオートオークション接続サービス、中古自動車情報サービスの提供、オート

オークション専用端末の販売、オートオークションの出品車・落札車の運搬および引廻し、オートオーク

ション会員向け金融サービスの提供を主な事業としております。

　「中古自動車等買取販売」は中古自動車および事故現状車の買取販売を主な事業としております。

　

２．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報　

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日　至 平成22年12月31日） （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

オートオー
クション

中古自動
車等買取
販売

計

売上高        

外部顧客への売

上高
32,011,9369,027,81441,039,7504,124,38245,164,133－ 45,164,133

セグメント間の
内部売上高また
は振替高

296,279 791 297,0711,672298,744△298,744 －

計 32,308,2159,028,60541,336,8214,126,05545,462,877△298,74445,164,133

セグメント利益 17,044,481463,18717,507,668111,35117,619,01988,05517,707,075

　

当第３四半期連結会計期間（自 平成22年10月１日　至 平成22年12月31日） （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

オートオー
クション

中古自動
車等買取
販売

計

売上高        

外部顧客への売

上高
10,373,0232,990,08413,363,1081,378,01014,741,118－ 14,741,118

セグメント間の
内部売上高また
は振替高

84,706 380 85,086 659 85,745△85,745 －

計 10,457,7292,990,46413,448,1941,378,66914,826,863△85,74514,741,118

セグメント利益 5,505,012108,7675,613,7804,3415,618,12228,7545,646,877

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、株式会社アビヅの廃自動

車等のリサイクル事業と株式会社ＵＳＳ東洋の廃ゴムのリサイクル事業であります。

２．セグメント利益の調整額の内容は以下のとおりであります。
（単位：千円）

 当第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結会計期間

セグメント間取引消去 86,042 28,084

のれんの償却額 2,012 670

合計 88,055 28,754

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報　

当第３四半期連結会計期間（自 平成22年10月１日　至 平成22年12月31日） 

　該当事項はありません。

　

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21

年３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　
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平成20年３月21日）を適用しております。　

（金融商品関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

　企業集団の事業の運営において重要なものでないため、記載を省略しております。　

　

（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

　企業集団の事業の運営において重要なものでないため、記載を省略しております。

 

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

　企業集団の事業の運営において重要なものでないため、記載を省略しております。

 

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

１．ストック・オプションに係る当第３四半期連結会計期間における費用計上額および科目名

販売費及び一般管理費　　3,555千円　

２．当第３四半期連結会計期間に付与したストック・オプションの内容

　該当事項はありません。 

 

（企業結合等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

共通支配下の取引等

共通支配下の取引等に重要性がないため、記載を省略しております。　 

　

（資産除去債務関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

　企業集団の事業の運営において重要なものでないため、記載を省略しております。　

　

（賃貸等不動産関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

　前連結会計年度末と比較して著しい変動がないため、記載を省略しております。　

　

EDINET提出書類

株式会社ユー・エス・エス(E05045)

四半期報告書

42/48



（１株当たり情報）

 １．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 4,084.01円 １株当たり純資産額 3,970.03円

 ２．１株当たり四半期純利益金額等

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 297.10円　 １株当たり四半期純利益金額 361.78円　

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
297.09円　

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
361.58円　

（注）１株当たり四半期純利益金額および潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとお

りであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益（千円） 9,064,878 10,606,755

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 9,064,878 10,606,755

期中平均株式数（千株） 30,510 29,318

　 　 　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益調整額（千円） 7,162 7,475

（うち新株予約権）　 (7,162) (7,475)

普通株式増加数（千株） 24 36

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった

潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

－ －
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前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 107.48円　 １株当たり四半期純利益金額 133.38円　

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
107.47円　

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
133.27円　

　（注）１株当たり四半期純利益金額および潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとお

りであります。

 
前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益（千円） 3,262,460 3,862,721

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 3,262,460 3,862,721

期中平均株式数（千株） 30,351 28,959

　 　 　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益調整額（千円） 2,703 2,118

（うち新株予約権）　 (2,703) (2,118)

普通株式増加数（千株） 30 40

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった

潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

－ －
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（重要な後発事象）

　　 該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

当第３四半期連結会計期間（自 平成22年10月１日　至 平成22年12月31日）

　　前連結会計年度末と比較して著しい変動がないため、記載を省略しております。

 

２【その他】

　平成22年11月９日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………2,676百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………91円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日および支払開始日………平成22年12月10日

　 （注）平成22年９月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月12日

株式会社ユー・エス・エス

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 稲　越　千　束　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 宮　本　正　司　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ユー・エス

・エスの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から

平成21年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ユー・エス・エス及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財

政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

追記情報

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成22年２月２日に自己株式取得の取締役会決議をした。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

 

（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年２月14日

株式会社ユー・エス・エス

取締役会　御中

有 限 責 任　あ ず さ 監 査 法 人

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 稲　越　千　束　　

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 宮　本　正　司　　　

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 新　家　德　子　　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ユー・エス

・エスの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から

平成22年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ユー・エス・エス及び連結子会社の平成22年12月31日現在の財

政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 以　上

 

（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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